交流ロボコン２００８についての群馬反省

良かった点

・200人規模としてはスムーズに動けた

・集まる際、駐車場の場所が分からなかった

・4日間と長かったので、いろんな人と交流できた

・ピットが部屋単位だったので他のマシンが見やすかった

・ピットに呼び出し係を配置したこと

・若干おしたがタイムテーブル通りに進んだ

・タイムテーブルにゆとりがあった

・３日目の全体会議は全体の意識の向上に繋がったと思う

・小会議の分け方が良かった

・ドリームマッチで他高専の風林火山マシンをじっくりと見れた

改善点

・運営に任せるのではなく、参加者も協力できるような場を設けると良いのでは（食器出し等）

・運営と参加者との間に温度差があった

・試合順の入れ替わりがあり、多少ゴタゴタした

・ピットが二つに分かれていて、別のピットのマシンをあまり見られなかった

部として良かった点と反省点
・完成度の高いチームもあったが、全体的に会場での作業が目立った。

・学校代表が学校全体の状況を把握できていなかった

・事前に相方の高専に行ったりして交流を深められた。また相方以外の高専とも知り合いになれた。

・交流ができたチーム、あまりできなかったチームと差が大きかった。

・交流するという意識の高い参加者のみを参加させる（低い人間を連れて行かない）

・運営のみの参加がなかった。

・低学年のサポート不足だった。

個人的に良かった点と反省点
・各高専のロボットの工夫や作り方、違いを知れた。

・他高専の先輩にマシンを褒められて自信がついた。
・運営と操縦者で参加したため、運営をほとんど手伝えなかった。

・マシン完成がギリギリで、操作練習が全くできなかった。また十分な性能を持たせられなかった。

・4日間は長すぎた。
・もっと面白い賞状を送りたかった。

